
C O N T E N T S
　■公共下水道をご利用ください

　■医療機関検診のご案内

　■道路の愛称を募集！

　■経済産業省・白浜町消防本部からのお知らせ

　■お知らせ information

　■まちのわだい／町政ピックアップニュース／
　　こんにちは町長です

　■保健センターから

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー
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広報しらはま９月号　�

ー９月１０日は下水道の日ー

　みんなで守る　この美しい自然環境

『公共下水道』をご利用ください

この美しい白浜の海を守れるのは、「あなた」です。

豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
す
た
め
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

白
浜
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
自

然
環
境
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
は
一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
思
い
や
り
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
生
活
排
水
が
増
え
て
、
海

や
川
の
水
質
汚
染
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
白
浜
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
住
環

境
を
快
適
に
し
、
す
ば
ら
し
い
白
浜
の
海
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
と
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
し
尿
や
雑
排
水

な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
か
ら
海
や
川
へ
流
す
も

の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
白
浜
地
域
の
瀬
戸
・
白
浜
・
湯
崎
・
東
白
浜
地
区
の
一
部
、

約
１
１
５
ha
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

甦
る
水　

美
し
い
白
浜

　

単
独
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で

は
、
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排

水
は
そ
の
ま
ま
溝
へ
流
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
美
し
い
白
浜
の
海
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

使
っ
て
汚
し
た
水
は
、
元
ど
お
り
き
れ
い
な
水
に
し
て
海
に
返
す
。「
か

け
が
え
の
な
い
海
」
と
対
立
す
る
こ
と
な
く
、
共
存
す
る
ル
ー
ル
。
そ
れ

が
公
共
下
水
道
で
す
。

　

し
か
し
、
公
共
下
水
道
も
皆
さ
ま
の
協
力
が
な
け
れ
ば
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
然
の
回

復
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
利
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ま
は
、
一
日
も
早

く
排
水
設
備
の
改
造
工
事
を
行
い
下
水
道
に
接
続
し
て
、
そ
の
力
を
発
揮

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

役場 上下水道課（℡４５－２０００）



�　広報しらはま９月号

町
全
体
で
は

・
清
潔
な
町
に
な
り
ま
す
。

　

※
汚
い
ド
ブ
が
な
く
な
り
、
悪
臭
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

※
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

・
美
し
い
環
境
を
守
り
ま
す
。

　

※
汚
水
を
処
理
場
で
す
み
や
か
に

　

処
理
す
る
の
で
、
川
や
海
の
水
質

　

汚
濁
を
防
止
し
、
美
し
い
自
然
環

　

境
を
守
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
場
合
で
は

・
浄
化
槽
の
点
検
、
検
査
、
清
掃
が
不
要
に

　

な
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
か
ら
の
悪
臭
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
の
故
障
や
耐
用
年
数
の
問
題
が
解

　

決
さ
れ
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
で
は

・
悪
臭
が
な
く
な
り
快
適
に
な
り
ま
す
。

・
し
尿
を
溜
め
な
い
の
で
衛
生
的
で
す
。

・
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
を
利
用
す
る
と

こ
の
よ
う
な
効
果
が･･･

　

排
水
設
備
の
改
造
工
事
は
、
町
指
定
の
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
は
、
指
定
工
事
店
に
対

し
て
排
水
設
備
設
置
の
基
準
等
の
指
導
を
行
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
し
、
工
事
を
発

注
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し
ま
す
と
、
町

へ
の
申
請
手
続
き
は
工
事
店
が
代
行
し
て
く
れ

ま
す
。

ー
排
水
設
備
改
造
工
事
の
手
順
ー

①
業
者
を
決
め
る

　

町
指
定
の
工
事
店
か
ら
業
者
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

②
工
事
の
見
積
り

　

選
ん
だ
指
定
工
事
店
に
工
事
の
見
積
り
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
工
事
の
依
頼

　

見
積
書
を
受
け
取
り
、
そ
の
内
容
を
確
認
し

て
工
事
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
店
が
現
地
調
査
を
し
ま
す
。
排
水
管
や
マ

ス
の
位
置
な
ど
十
分
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
書
類
の
提
出

　

工
事
に
関
す
る
計
画
確
認
申
請
書
を
町
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
の
作
成
や
提
出
は
指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

※
町
で
は
内
容
を
審
査
し
、
工
事
着
手
を
承
認
し
ま
す
。

⑤
工
事
の
着
手

⑥
工
事
の
完
了

　

工
事
完
了
後
、
指
定
工
事
店
は
町
に
工
事
完

了
届
を
提
出
し
ま
す
。

⑦ 

完
了
検
査
・
使
用
開
始
届

　

町
は
、
指
定
工
事
店
と
申
請
者
の
立
会
い
の

も
と
で
完
了
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
使
用
開
始
届
を
町
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑧ 

工
事
費
支
払
い

　

町
の
完
了
検
査
に
合
格
し
ま
し
た
ら
、
指
定

工
事
店
に
工
事
費
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
接
続
改
造
工
事
資
金
貸
付
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

接
続
改
造
工
事
費
の
資
金
調
達
の
解
消
を
図

り
、公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
改
造
工
事
費
を
町
が
申
請

者
に
直
接
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
20
年
度
１
年
間
の
期
間
限
定

の
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
付
限
度
額　

１
，
０
０
０
万
円

◆
貸
付
利
息　

無
利
息

◆
償
還
方
法

　

 

60
月
以
内
の
元
金
均
等
月
賦
償
還

　

＊
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

排
水
設
備
改
造
工
事
は
町
指
定
工
事
店

2

2

2

2

2

2

で

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。

　

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、
今
年
は
「
や
さ
し
さ
と　

自
然

を
結
ぶ　

下
水
道
」
を
推
進
標
語
に
全
国
で
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
こ
の
機
会
に
「
下
水
道
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
・
・
・
？
」
と
関
心
を
持
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
年
、
町
内
の
小
学
校
四
年
生
が
白

浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
社
会
見
学
し
て
、
水
や
自

然
の
大
切
さ
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
施
設
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

場
所
は
、
白
良
浜
中
央
部
の
県
道
向
側
「
し

ら
ら
・
は
ま
ゆ
う
公
園
」
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

今
年
度
の
下
水
道
整
備
工
事
は･･･

　

今
年
度
は
、
主
に
江
津
良
地
区
で
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

　

地
元
地
域
の
方
々
に
は
回
覧
板
や
説
明
会
を

通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

工
事
中
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
こ
と
は
、
役
場
上
下
水

道
課
（
℡
４
５
ー
２
０
０
０
）
ま
で
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



広報しらはま９月号　�

　実施期間

平成21年3月31日まで

　実施期間

平成21年3月31日まで

医療機関名
問い合わせ先

乳がん検診
子宮がん検診
（頸部のみ）

子宮がん検診
（頸部と体部）

1,100 円 800 円 1,200 円 1,800 円

４０～４９歳
（マンモ２方向）

５０歳以上
（マンモ１方向）

２０歳以上

（住　所） （電話） ※今年度中に　偶数年齢になられる方

　白浜はまゆう病院  白浜町 1447 43-7877 ○ ○

　南和歌山医療センター  田辺市たきない町 27-1 26-7050 ○ ○

　玉置病院  田辺市上屋敷 147-34 22-6028 ○ ○

　紀南病院  田辺市新庄町 46-70 22-5000 ○ ○

　上富田クリニック  上富田町朝来 1407-1 47-1100 ○ ―

　堀川産婦人科医院  田辺市湊 1550-6 22-1951 ― ○

　榎本産婦人科  田辺市北新町 23 22-0019 ― ○

　レディースクリニックばんどう  田辺市東山２丁目 812-8 25-0929 ― ○

　下記の医療機関において、特定健康診査・がん検診を実施します。

　受診されていない方は、この機会にぜひ受診してください。（受診のお問い合わせ・

お申し込みは、事前に、直接医療機関へお願いします。）

　なお、平成２０年度に各地域での集団検診（区民会館等で実施）および国保人間ドックを

受診された方（受診予定の方）は、重複して受診することができませんので、ご了承ください。

●乳がん検診・子宮がん検診

●歯周疾患検診

和歌山県内の歯科医院において、平成 20 年度に 40・50・60・70 歳に

なられる方を対象に歯周疾患検診を実施しています。

　白浜町に住民登録されている方で　対象年齢の方であれば、
どなたでも受診できます。
　乳がん検診は、心臓ペースメーカーを使用されている方・豊
胸手術をされた方は受診できません。

＊留意事項

20 歳 S 63. 4. 1 ～ H  1. 3. 31 日生
22 歳 S 61. 4. 1 ～ H 62. 3. 31 日生
24 歳 S 59. 4. 1 ～ S 60. 3. 31 日生

↓ 　　　　　　↓
40 歳 S 43. 4. 1 ～ S 44. 3. 31 日生
42 歳 S 41. 4. 1 ～ S 42. 3. 31 日生

↓ 　　　　　　↓

★平成 20 年度　乳がん・子宮がん検診対象者
（偶数年齢になられる方）

　白浜町に住民登録されている方で　対象年齢の方であれば、どなたでも受診できます。
　「歯周疾患検診 受診券」を持って受診してください。
　「歯周疾患検診 受診券」は、保健センターおよび日置川事務所で発行しますので、受診されるまでに
お越しください。
※一部受診できない歯科医院がありますので、希望される歯科医院へは、必ず事前にお問い合わせください。

＊留意事項



�　広報しらはま９月号

医療機関名

問い合わせ先

国民健康保険　　
　　　加入者のみ

すべての町民の方

特定健診 生活機能評価 胃がん検診 大腸がん検診

700 円 無料 1,800 円 600 円

（住　所） （電話）

４０～７４歳　
 ６５歳以上で、
 介護認定を受けら
 れていない方

４０歳以上 ４０歳以上

  S 9．4．1 ～
S 44．3．31 生まれ　    

 ※２
   ～
   S 18．3．31 生まれ　
　　　　　　　 まで　

 
   ～
   S 44．3．31 生まれ

まで　

 
   ～
   S 44．3．31 生まれ

まで　

　三谷医院  白浜町 1400 42-3606 ○ ○ ○ ○

　白浜はまゆう病院  人間ドック・健診センター 43-7877 ○ ○ ○ ○

　真貴診療所  白浜町堅田 2792- １ 43-0003 ○ ○ ― ○

　森山医院  白浜町栄 689-1 45-2002 ○ ○ ― ○

　西富田クリニック  白浜町才野１ 45-3600 ○ ○ ― ○

　白浜小南病院  白浜町 3220 82-1200 ― 　  　○　※ 1 ― ―

　船附診療所  白浜町富田 1360-20 45-3636 ― 　  　○　※ 1 ― ―

　丸笹外科  白浜町日置 981 52-3636 ○ ○ ― ○

　日置診療所  白浜町日置 206-1 52-2002 ○ ○ ― ○

　クリニック大古  白浜町大古 11-2 87-2400 ○ ○ ― ○

　三舞診療所  白浜町安居３ 53-0001 ○ ○ ― ○

　川添診療所  白浜町市鹿野 1103 54-0037 ○ ○ ― ○

医療機関検診のご案内
■お問い合わせ　白浜町保健センター（℡４３－０１７８）

●特定健診・胃がん検診・大腸がん検診
　実施期間

平成21年1月31日まで

【特定健診】

　国民健康保険に加入されている 40 ～
74 歳の方のみ受診できます。
　受診される場合は、「特定健康診査受
診券」が必要です。平成 20 年 4 月の特
定健診等受診希望調査票の送付時に同封
していましたが、紛失された方は再発行
しますので、保健センターまたは日置川
事務所へお越しください。
　また、受診券の有効期限が平成 20 年
11 月 30 日となっていますが、平成 21
年 1 月 31 日までとさせていただきます。

【胃がん検診・大腸がん検診】

　白浜町に住民登録されている 40 歳
以上の方が受診できます。
　胃がん検診は、バリウムを飲んでの
胃レントゲン検査となりますので、胃
全摘出術または結腸手術を受けられた
方、あるいは腸閉塞・胃穿孔の既往の
ある方は、受診できません。

【生活機能評価（介護予防チェック）】

　白浜町に住民登録されている 65 歳以上で
介護認定を受けられていない方が受診できま
す。
　特定健診と同時に受診される場合は平成 21
年 1 月 31 日まで、生活機能評価のみ受診さ
れる場合は平成 21 年 3 月 31 日までの期間と
します。
※１　白浜小南病院・船附診療所では、国民健康保険

に加入していない方のみが受診することができます。

※２　75 歳以上の方は、広域連合が実施する健康診

査と同時に受診していただきますので、広域連合（下

記）へお申し込みください。

■和歌山県後期高齢者医療広域連合

　（℡０７３－４２８－６６８８）

　特定健診を受診される方は

■特定健康診査受診券
■国民健康保険被保険者証
■介護保険被保険者証
　　　　　（65歳以上の方）
　をご持参ください。

＊留意事項



広報しらはま９月号　�

町道空港湯崎線

道路の愛称を募集！
 白浜町の道路に愛称をつけていただき、道路に対する住民の関心を高め、
 親しみを深めていただくことを目的に、道路の愛称を募集します。
 初めての試みです。ぜひ、ご応募ください！

道路愛称とは ･･･

　例えば、白浜町内には「浜通り」に
「御幸通り」、また「銀座通り」という
ように、県道○○線、町道○○線とい
う道路名とは別に、古くから地元で呼
ばれ広く知れ渡っている名前がありま
す。そういった名前を愛称として呼び
合えるよう募集し、広く周知したいと
考えています。

●募集対象となる道路

　町道空港湯崎線
　※白浜町役場前から、南紀白浜空港へ至る馬の一原トンネ
　　ル付近までの間
●募集期間

　平成２０年９月８日（月）～９月１９日（金）※必着
●応募資格

　個人であれば、誰でも応募できます。ただし、お一人様
　１回の応募とさせていただきます。
●応募方法

　ハガキまたは電子メールでの応募とし、それぞれ１通に付
　き１愛称とします。
　応募に際して様式の規定はありませんが下記の事項を記入
　してください。
　①愛称名
　②愛称の理由
　③応募者の住所、氏名、電話番号
●選考

　「白浜町道路愛称選考委員会」において、下記の基準等に
　基づいて総合的に審査し、選考します。
　（１）風土や歴史的に由緒ある愛称であること。
　（２）従来から通称として使用されている愛称であること。
　（３）その他特にその道路にふさわしく、町民や観光客に
　　　親しまれやすい愛称であること。

●発表

　選考された愛称は、広報しらはま、町ホームページなどで
　発表します。
●表彰

　愛称が採用された応募者を表彰します。
　※同じ愛称の応募が複数あった場合は、抽選

●留意事項

　・提案された内容は、採用不採用にかかわらず、白浜町情
　　報公開条例に基づき、情報公開の対象になります。
　・選考された愛称を発表する際には、提案者の住所（町名
　　まで）および氏名も公表することとなります。

●応募・お問い合わせ先

　役場建設課 監理係　
　〒 649-2211  白浜町１６００番地
　℡４３－５５５５　内線２６２・２６３
　E-mail  kensetsu@town.shirahama.wakayama.jp
　※メールで応募する場合は、件名に「道路愛称に応募します」等、　

　道路愛称に応募する旨を必ず記入してください。

　また、白浜町よりメール受信した旨を返信しますので、３日以内に

　返信のメールが届かない場合はお手数ですが再度ご応募をお願いい

　たします。

 

  愛称募集道路

白浜町役場

南紀白浜空港

馬の一原トンネル

平草原公園

千畳敷

三段壁

白良浜 大浦交差点
藤島交差点



�　広報しらはま９月号

～経済産業省・白浜町消防本部からのお知らせ～

家電製品が原因と思われる事故についてのご相談は、　　　

　　　　　家電製品 PL センター（℡０１２０ー５５１ー１１０）まで。

※また、実際に事故にあわれた場合は、白浜町消防本部予防係（℡４３－０１１９）までご一報ください。



広報しらはま９月号　�

込
み
口
座
依
頼
書　

⑦
家
賃
・
地
代

証
明
書　

⑧
在
学
証
明
書　

等

※
申
請
書
類
は
、
白
浜
町
教
育
委
員
会

お
よ
び
日
置
川
教
育
事
務
所
に
備
え
て

い
ま
す
。
書
類
を
揃
え
て
い
た
だ
く
際
、

時
間
を
要
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

10
月
１
日
（
水
）
～
15
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
教
育
委
員
会　

　
　

総
務
学
事
課
庶
務
係

（
℡
４
３
ー
５
８
３
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
事
業
所
で
使
用
し
た
水
量
を

正
確
に
記
録
し
水
道
料
金
を
計
算
す

る
重
要
な
も
の
で
す
。

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・中央保健センター　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

平
成
20
年
度
白
浜
町
入
学
就
学
奨

励
金
の
後
期
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
白
浜
町
に
住
所
を

有
す
る
生
活
困
窮
世
帯（
生
活
保
護
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
家
庭
）
の
高

校
生
に
教
育
の
機
会
を
均
等
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
予
算
の
範
囲
内
で
奨
励

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
申
請
方
法　

　

必
要
書
類
を
整
え
、
地
区
民
生
・

児
童
委
員
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
は
地
区
民
生
・
児
童
委
員

の
所
見
が
必
要
で
す
。
民
生
・
児
童
委

員
を
経
由
し
て
教
育
委
員
会
へ
提
出
さ

れ
ま
す
。

◆
提
出
書
類

　

①
交
付
認
定
申
請
書　

②
収
入
申

告
書　

③
給
与
等
証
明
書　

④
同
居

し
て
い
る
方
の
収
入
証
明
書

⑤
調
査
に
関
す
る
同
意
書　

⑥
振
り

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
植
木

鉢
な
ど
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
お
留
守
の
場
合
も
検
針
い
た
し
ま

す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課　

（
℡
４
５
ー
２
０
０
０
）

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準

が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
免
除

基
準
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
】

●
「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害
者
」 

「
精
神
障
害
者
」
が
世
帯
構
成
員
で

あ
り
、世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税（
住

民
税
）
非
課
税
の
場
合
に
、
全
額
免

除
と
な
り
ま
す
。

＊
従
来
の
「
身
体
障
害
者
」「
重
度
の
知

的
障
害
者
」
か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

＊
生
活
状
態
の
条
件
を
「
市
町
村
民
税

非
課
税
」
に
統
一
し
ま
す
。

【
半
額
免
除
】

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
の

場
合
に
、
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

＊
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
免
除
基
準
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
）
が
世

帯
主
の
場
合
に
、
半
額
免
除
と
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
従
来
の
「
重
度
の
し
体
不
自
由
者
」

か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

①
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，９４５人
　　　　　　（先月比　－２２人）

　　　　男　　１１，１８４人
　　　　　　（先月比　－　８人）

　　　　女　　１２，７６１人
　　　　　　（先月比　－１４人）

　世帯数　　１１，００１世帯
　　　　　　（先月比　ー７世帯）

※平成２０年８月１日現在

有料広告募集中 有料広告募集中



�　広報しらはま９月号

お知らせ INFORMATION

省エネルギー、エコライフの実践を

わが家でできる
　　　　省エネ実行！

＊
申
請
書
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
た
は
役
場
民
生

課
福
祉
係
、
富
田
事
務
所
、
日
置
川
事

務
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

＊
受
信
契
約
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
受
信
契
約
も
合
わ
せ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
た
は
富
田

事
務
所
、
日
置
川
事
務
所
に
申
請
書

を
提
出
し
、
免
除
事
由
の
証
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
に
は
、
障
害
者
手
帳
、
認
印
が

必
要
で
す
。

③
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
提
出
（
郵
送
）
し
て
く
だ
さ
い
。

④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
確
認
の
う

え
、
折
り
返
し
「
受
理
通
知
書
」
を

お
届
け
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課 

福
祉
係

～
見
え
て
く
る

　
　

日
本
の
暮
ら
し　

住
ま
い
か
ら
～

平
成
20
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

10
月
１
日
、
５
年
に

一
度
の
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
約
３
５
０
万

の
世
帯
が
対
象
と
な
る
、
住
宅
・
土

地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で

す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、

９
月
下
旬
よ
り
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
お
宅
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
の
作
成

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
企
画
財
政
課 

企
画
係

（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
催

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
岩
陰
と
古
墳

ー
海
辺
に
葬
ら
れ
た
人
々
ー
」

　

古
墳
時
代
の
田
辺
湾
沿
岸
に
は
、

墳
丘
を
持
つ
墓
で
あ
る
古
墳
と
、
海

蝕
洞
窟
を
利
用
し
た
岩
陰
遺
跡
の
埋

葬
と
い
う
二
つ
の
埋
葬
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
岩

陰
と
古
墳
の
埋
葬
に
つ
い
て
一
定
の

見
解
を
示
し
、
皆
さ
ま
に
発
掘
調
査

成
果
、
研
究
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

◆
日　

時

　

10
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
40
分

◆
場　

所

　

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
基
調
講
演

　
「
古
墳
時
代
の
他
界
観
」

　
立
命
館
大
学
文
学
部 

和
田
晴
吾 

教
授

・
発　

表

　
「
田
辺
市
の
岩
陰
と
古
墳
」

　
「
白
浜
町
の
岩
陰
と
古
墳
」

　
「
日
高
地
域
の
古
墳
時
代
」
ほ
か

・
討
論
会

　
「
徹
底
討
論
！
紀
南
の
古
墳
時
代
」

■
お
問
い
合
わ
せ

  （
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
７
３
ー
４
３
３
ー
３
８
４
３
）

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
ま
す
。

◇
９
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
９
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー

◇
９
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
児
童
館

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や
い

ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

 

◇
９
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
福
祉
セ
ン
タ
ー

①お湯は、水からでなく、給湯器の湯から沸かす。

②台所の湯は、ぬるくして使う。

③こんろの火は、鍋ややかんから炎を大きくはみ出さない。

④テレビ、ラジオ、電灯などは、つけっぱなしにしない。

⑤エアコンの温度設定は、過度にしない。

　（暖房は 20 度、冷房は 28 度）

⑥クーラーは、除湿で使用。

⑦不要なアイドリングをしない。

⑧近くまでの用足しに車を使わない。

⑨洗濯機での洗濯は、適量をまとめて。

⑩風呂は、沸かし過ぎない。

⑪買い物には、マイバッグを持参。

 　　毎日の暮らしの中でできる省エネ。

 　　できることから始めましょう。

■お問い合わせ　役場生活環境課 生活環境係

◇
９
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

９
月
11
日
は
『
警
察
相
談
の
日
』

　

防
犯
・
暴
力
・
交
通
の
問
題
等
、

「
困
っ
て
い
る
こ
と
」「
不
安
に
思
っ

て
い
る
こ
と
」
の
ご
相
談
は
、
警
察

本
部
警
察
相
談
課
『
♯
９
１
１
０

番
』
へ
。
白
浜
警
察
署
『
℡
４
３
ー

０
１
１
０
』
で
も
警
察
安
全
相
談
員

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

和歌山県子どもの人権専門委員会

９月８日（月）～１４日（日）

全国一斉「子どもの人権１１０番」を開設！
相談受付時間：午前８時３０分～午後７時

※土・日曜日は午前１０時～午後５時まで

 ℡ ０１２０ー００７ー１１０（フリーダイヤル）

 ℡ ０７３ー４２５ー２７０４（和歌山地方法務局人権擁護委員室内）

　　※上記以外の日も、月～金曜日（祝日は除く）の８: ３０～１７: １５まで、　

　　　同じ電話番号で相談に応じます。
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まちの

�わだい

ＡＬＴにスタントン・カーパナさんが着任
　小中学生の国際感覚と外国語能力向上のために導入されているＡＬＴ

（外国語指導助手）制度。前任のトリスタン・チャイルドさん（米国：ハワ

イ州出身）に代わり、８月から新たにスタントン・カーパナさん（米国：ハ

ワイ州出身）が白浜町教育委員会に着任されました。
　日置川地域の学校を中心に活躍していただいているマイケル・ウィダシャイ

ムさんとともに、白浜地域を
中心に活動していただきます。

日置川鮎まつり
　例年の鮎釣り大会に加え、釣り人も大人も子どもも楽しめる夏の
イベントとして、「日置川鮎まつり」が７月２０日に開催されました。
　鮎釣り大会予選では１９匹釣った戸

と

梶
かじ

さんがトップ通過、決勝で
は７匹の山本さんが優勝し、白浜町長から賞状と協賛各社から記念
品が贈呈されました。
　鮎まつりでは、「鮎のつかみ取り」「カヌー教室」「親子魚釣り大会」

「備長炭風鈴作り」「バザー」「宝探し」などのイベントで、暑い夏
の一日は、大いに賑わいました。

白良浜にイルカのシャワー
　アドベンチャーワールド（株式会社アワーズ）開園
３０周年を記念して、白浜町に「イルカのシャワー」が
同社から寄贈され、白良浜に設置されました。
　７月２９日には関係者のほか、多くの海水浴客が見守
る中、竣工式が行われました。
　また、この日は昨年に引き続き「パンダファミリーディ」
として、アドベンチャーワールドが夕方から町民に無料
開放され、たくさんの人出となりました。

中国帆船乗組員が町長を表敬訪問
　７月１８日から１０日間、綱不知湾に入港していた帆船

「プリンセス・タイピン号」（乗組員１２人）のリュウ船長
ら乗組員３人が、７月２４日、町長を表敬訪問しました。
プ号は、中国・明朝時代の帆船を復元してつくられ、小型
エンジンは湾内でしか使用せず、主に風の力のみで航海し
ています。リュウ船長らは、「白浜はとても美しい。皆や
さしく、あたたかく迎えてくださり感謝している」と話し
ました。プ号は、中国の伝統的な造船文化の保存・国際文
化交流・海洋教育・環境保護を目的に航海をしており、白
浜町を旅立った後は、約２カ月間かけてカナダ・バンクー
バーを目指すとのことです。

皆さん、こんにちは！スタントン・カイオラ・カーパナです。気軽に「カイ」
と呼んでください。ハワイのホノルル出身で、ハワイ大学を卒業しました。
音楽が大好きで、１１歳からクラリネットに親しんできました。見えないか
もしれませんが、私は日系人です。子どもの頃から日本語を学んできました
がまだまだです。町で私を見かけたら気軽に声をかけてくださいね。日本で
たくさんの方と友達になりたいと思っています。
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こんにちは！町長です

ピックアッ
プ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●寒サ浦地区排水路改良工事

　寒サ浦地区の老朽化した排水路を平成 17 年度から

順次整備しています。

●役場庁舎（本庁）塗装工事

　老朽化により色あせていた役場庁舎外観（前面）の

塗装工事を行いました。（写真は工事中の様子）

●町道阪田７号線改良工事

　見通しの悪かった、阪田団地への進入路（町道阪田

７号線）の改良工事を行いました。

「平和」のこの 2 文字について考える機会を得ました。
「GATE」というドキュメント映画が今、全国の映画館

で上映されています。人類を滅亡に導くであろう、恐ろし
い兵器である原子爆弾の廃絶を願った行動をドキュメント
映画として編集し映画化したもので、監督はマット・テイ
ラー、英語ナレーションはマーティン・シーン、そして日
本語のナレーションは松嶋菜々子です。

ストーリーは昭和２０年８月６日と９日、人類史上初
めて投下された「原子爆弾」の火が福岡県星野村で保管さ
れているのですが、その火を、日本の僧侶が僧衣をまとっ
た姿でアメリカに渡り、カリフォルニアから最初に原爆実
験の行われた「トリニティーサイト」まで 2,500㎞を行脚
し、戻そうという内容です。僧侶たちは長い苦行の末、つ
いに「トリニティーサイト」にたどり着きます。円を筆で
書くと出発点へ再び戻って来る、仏教の輪廻の教えです。

大勢の共感するアメリカ人が見守る中、ゲートが初めて
開かれ、世界最初の爆心地へ届けることができました。僧
侶たちはその爆心地の石碑の前で祈り、その火を消します。

第二次世界大戦後、日本人はよく平和ボケしていると
言われます。良い意味で、平和にボケていられることは大
変ありがたいことだと思います。ただ、300 個もあれば
地球は破壊され人類は滅ぶであろうと言われている原子爆
弾が、世界中には何と 5 万個もあり、いつでも実戦で使
用できるように用意され保管されている現実と、その他の
国々においても製造技術を入手しひそかに製造していると
いう事実を突き付けられる時、人類と地球の将来は決して

「平和」なものではないと感じます。
現実を生きる者と次の世代のために「平和」のありが

たさと平和を守るための取り組みの重要さを考える機会に
したいです。現下の世界の諸情勢を吟味し考える時、大変
残念ではありますが、平和は自然に与えられることは無く、
努力して勝ち取らなければ手にすることができないのが現
実です。
　一党一派に属さず、もっともっと平和を語り全人類の恒
久的な平和を勝ち取るための真剣な行動があっていいと思
います。（皆さんはどうお考えでしょうか！）
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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）　

油
断
大
敵
！
食
中
毒　

　

衛
生
的
で
快
適
に
な
っ
た
昨
今
、「
食
中
毒
な
ん
て
自
分
と
は
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

食
中
毒
の
患
者
数
は
生
活
環
境
の
向
上
と
関
係
な
く
、
過
去
45
年
間
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
食
中
毒
の
大
部
分
は
細
菌
に
よ
る
も
の
で

夏
場
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
細
菌
性
食
中
毒
の
発
生
件
数
は
、
９
月
が

真
夏
の
７
～
８
月
よ
り
多
い
年
も
あ
り
ま
す
の
で
、
食
中
毒
の
季
節
が
過

ぎ
て
も
油
断
せ
ぬ
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

細菌性食中毒 御三家

腸炎ビブリオ・黄色ブドウ球菌・サルモネラ属菌

腸炎ビブリオ 海産性の生鮮魚介類およびその加工品など

黄色ブドウ球菌
手づくり食品など。調理する人の手によって
菌が食品を汚染する

サルモネラ属菌 牛・豚・鶏などの食肉・卵類など

～食中毒を引き起こす原因や食材は下記のとおり～

　

ご
家
庭
で
で
き
る
、

　
　
　
　
　

食
中
毒
予
防
法

１
．
十
分
に
加
熱
す
る
！

　

肉
や
魚
介
類
な
ど
は
十
分
に
火
が

通
っ
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
生
肉
と
接
触
し
た
箸
で
食

べ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
再
加
熱
は
じ
っ
く
り
と

　

カ
レ
ー
な
ど
大
量
に
調
理
し
た
も

の
を
温
め
な
お
す
時
は
、
全
体
が
ま

ん
べ
ん
な
く
熱
さ
れ
る
よ
う
よ
く
混

ぜ
ま
し
ょ
う
。

３
．
調
理
器
具
も
忘
れ
ず
に

　

調
理
に
使
用
し
た
包
丁
・
ま
な
板

な
ど
は
し
っ
か
り
洗
浄
し
て
か
ら
、

熱
湯
を
か
け
て
殺
菌
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ふ
き
ん
な
ど
は

塩
素
剤
な
ど
で
漂
白
も
兼
ね
て
消
毒

す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
に
加
え
、
食
中
毒
予
防
で
一

番
大
切
な
の
は
、
料
理
を
す
る
前
や

調
理
中
な
ど
の
念
入
り
な
手
洗
い

2

2

2

で
す
。

　

ほ
か
に
原
因
が
考
え
ら
れ
ず
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱

や
め
ま
い
、
し
び
れ
等
の
症
状
が
出

た
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、『
食
中
毒

予
防
の
３
原
則
』、食
中
毒
菌
を
「
つ

け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ

け
る
（
加
熱
）」
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
が
一
番
の
予
防
法
で
す
。

　

食
中
毒
は
、
少
し
気
を
つ
け
れ
ば

予
防
で
き
ま
す
。
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９
月
の
保
健
セ
ン
タ
ー

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

９月　３日（水） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 )　平成 17 年 2 月生

９月１６日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 10 月生

９月１８日（木） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 18 年 2 月生

９月２６日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児検診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 1・2 月生

９月２９日（月） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 5 月生

予防接種

９月　１日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

９月　５日（金） 14：00 ～ 14：20  日置川拠点公民館  三種混合予防接種

９月　８日（月）  12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

９月　９日（火）  12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  MR 予防接種

９月１２日（金）  12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

９月１７日（水）  12：30 ～ 12：50  中央保健センター  MR 予防接種

９月１９日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  BCG 予防接種

９月２４日（水）  12：30 ～ 12：50  中央保健センター  MR 予防接種

栄養相談 ９月　１日（月）  9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日
※ 15 日は 16 日に振り替え

 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日
（9/7・10/5）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォークーデー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
区に設定されています。（詳しくは、保健センターへ）

結核・胸部検診
１０月２・３・６・７日

  胸部レントゲン車が、白浜・富田地区を巡回。後日、新聞折り込みチラシで詳しい日程などをお知らせします。
  ◆対　象：１９歳以上の方（６か月以内に職場や医療機関でレントゲン検診を受けられた方、妊娠中の方は対象外）
  ◆受診料：無料　◆申し込み：折り込みチラシの申込票に記入し、直接会場にご持参ください。６５歳以上
      の 方には個人通知をします。詳しくは、保健センターへお問い合わせください。
  ●喀痰検査：タバコを吸われている方や血痰が出たことがある方にお勧めします。
      対象は４０歳以上、受診料は５００円です。レントゲン検診受診時にお申し込みください。　　
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　

中　
　
　
　

坂
上　

善
美　

様

　

日　

置　
　

宮
所　

治　
　

様

　

市
鹿
野　
　

上
地　

信
義　

様

　

堅　

田　
　

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
リ
ズ
ム

　

岡
本　

明
子　

様

　

藤
サ
ー
ク
ル　

様

（
平
成
20
年
７
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

　

西
富
田
ふ
る
さ
と
交
流
実
行
委
員

会
（
西
富
田
小
学
校
、西
富
田
分
館
、

堅
田
分
館
で
組
織
）
で
は
、
７
月
20

日
に
西
富
田
小
学
校
で
、「
奥お
く

白し
ら

浜は
ま

清せ
い

流り
ゅ
うの

会か
い

」
の
市い
ち

川か
わ

博
ひ
ろ
し

会
長
と
会

員
の
方
々
を
講
師
に
招
い
て
、
西
富

田
夏
休
み
親
子
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
総
勢
40
人
以
上
の
親
子
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
白
浜
町
安
居

の
澄
ん
だ
水
と
空
気
、
豊
か
な
大
地

で
生
産
さ
れ
る
そ
ば
粉
を
使
っ
た
、

｢

七し
ち
え
も
ん

右
衛
門
ざ
る
そ
ば｣

づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
と
小
麦
粉
と
水
の
配
分
に

注
意
し
、
こ
ね
方
や
麺
棒
で
の
延
ば

し
方
、
小
間
板
を
当
て
て
の
包
丁
の

使
い
方
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
麺
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
と
茹
で
あ
げ
、
ざ
る
に
移
し

て
海
苔
を
振
り
か
け
れ
ば
ざ
る
そ
ば

の
完
成
で
す
。

　

各
々
の
盛
り
つ
け
ら
れ
た
そ
ば
の

太
さ
や
固
さ
が
全
然
違
っ
た
の
は
ご

愛
嬌
、
や
は
り
自
分
で
打
っ
た
そ
ば

の
味
は
格
別
で
、
皆
で
あ
っ
と
い
う

間
に
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

大
暑
も
近
い
こ
の
日
、
汗
を
か
き

な
が
ら
の｢

そ
ば
打
ち｣

は
夏
休
み

の
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
７
月
17
日
と

20
日
の
２
日
間
に
渡
り
、｢

装
道
礼

法
き
も
の
学
院｣

の
中な
か

嶋し
ま

夏か

代よ

先
生

を
講
師
に
招
い
て
、｢

ゆ
か
た
着
付

教
室｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
20
～
40
代
の
比
較
的
若
い

世
代
の
女
性
総
勢
８
人
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
着
付
や
帯
結
び
の
基

本
、
帯
結
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
教
室
を
終
え
た
受
講
生

か
ら
は
、｢

楽
し
い
教
室
だ
っ
た｣

｢

今
日
や
っ
と
上
手
に
着
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た｣

と
か
、｢

着
物
着
付

教
室
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
で

す｣

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

中
嶋
先
生
の
親
切
丁
寧
な
指
導
は

非
常
に
好
評
で
、｢

非
常
に
わ
か
り

や
す
い｣

｢

優
し
く
指
導
し
て
く
れ

る
の
で
緊
張
せ
ず
に
習
う
こ
と
が
で

き
た｣

と
い
っ
た
お
話
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
15
日
～
22
日
ま
で
、
１
階

ロ
ビ
ー
で
中
嶋
先
生
が
指
導
す
る
自

主
サ
ー
ク
ル｢

着
付
教
室｣

の
皆
さ

ん
の
浴
衣
作
品
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
浴
衣
は
、
い
ず
れ
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
つ
け
を
帯
に

施
さ
れ
、
色
彩
豊
か
に
ロ
ビ
ー
を
彩

り
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
一

服
の
清
涼
剤
と
し
て
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

公民館大掃除！
（中央公民館・富田支館）

～サークルの皆さん、　　　　
　　　　お疲れさまでした～

　夏季恒例の公民館大掃除が７月２８日と
２９日に中央公民館と富田支館で行われま
した。
　朝早くから、日頃公民館を利用していた
だいているサークル生の方々にお集まりい
ただき、普段使っている部屋や廊下の掃
除、窓ガラスを拭いたりスリッパを洗った
りと、汗だくになりながら、１年間の汚れ
をきれいに落としました。
　皆さんありがとうございました。

親
子
で
「
そ
ば
打
ち
」
を
体
験

西
富
田
夏
休
み
親
子
料
理
教
室

「
浴
衣
着
付
教
室
」「
浴
衣
ロ
ビ
ー
展
」

開
催
し
ま
し
た
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

去
る
７
月
19
日
に
、
公
民
館
川
添

分
館
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

教
室
を
市
鹿
野
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
日
置
川
ク
ラ
ブ
の
方
々

で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
高

度
な
技
術
を
必
要
と
せ
ず
、
し
か
も

全
力
を
出
す
場
面
と
、
集
中
力
や
調

整
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
う
ま
く
組

み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
も
ご

く
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
初
心
者
で
も

す
ぐ
に
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。

専
用
の
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
、
ス
タ
ー
ト
マ

ッ
ト
を
使
用
し
て
、
ゴ
ル
フ
の

よ
う
に
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打

ち
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
ホ
ー
ル

イ
ン
す
る
ま
で
の
打
数
を
競
い

ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

技
術
は
他
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

同
じ
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
向
上
し
、
競
技
性
も

高
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
た
め
に
は
必
ず
し
も
高
度
な

技
術
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の

人
が
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
楽
し
む
条
件
を
全
て
備
え
た
ス

ポ
ー
ツ
と
い
え
ま
す
。

　

教
室
は
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
30
人
の
参
加
が
あ
り
、
夏
休

み
の
初
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

分
館
活
動
紹
介

川
添
分
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

８
月
２
日
、
三
舞
中
学
校
体
育

館
で
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
三
舞

地
区
協
議
会
と
安
居
家
庭
学
級
の
共

催
で
盆
踊
り
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
ま
っ
た
く
風
が
な
く

暑
い
中
、
安
居
地
区
の
子
ど
も
と
大

人
あ
わ
せ
て
18
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
講
座
は
、「
伝
統
あ
る
踊
り

を
正
確
に
後
世
へ
伝
え
る
こ
と
が
大

事
」
と
企
画
し
、
講
座
で
は
振
付
師

か
ら
直
接
踊
り
を
習
っ
た
寿
幸
の
会

田た

守も
り

幸さ
ち

子こ

さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
田
守
さ
ん
か
ら
手
の
動

き
や
足
の
運
び
な
ど
を
細
か
く
教
わ

り
、
熱
心
に
練
習
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
日
置
川
小
唄
は

テ
ン
ポ
が
あ
っ
て
踊
り
や
す
か
っ

た
。
日
置
川
音
頭
は
ゆ
っ
た
り
と
し

た
動
き
が
必
要
で
難
し
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
編
さ
ん
を
始
め
た

「
日
置
川
災
害
史
」
を
、
こ
の
ほ
ど

発
刊
し
ま
し
た
。

　

近
世
（
江
戸
時
代
）
か
ら
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
時
代
に
か
け
て
日
置

川
を
襲
っ
た
風
水
害
や
地
震
に
つ
い

て
、
地
域
の
残
さ
れ
た
古
文
書
や
史

料
、
新
聞
な
ど
か
ら
、
そ
の
時
代
時

代
の
出
来
事
を
ま
と
め
、
私
た
ち
の

先
人
が
い
か
に
し
て
災
害
と
戦
い
克

服
し
て
き
た
か
を
知
る
う
え
で
貴
重

な
史
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
・
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
も
、

そ
の
教
訓
か
ら
学
び
と
れ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
１
冊
お
家
の
宝
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
冊
３
，
０
０
０
円
で
、
白
浜
町

教
育
委
員
会
、日
置
川
教
育
事
務
所
、

白
浜
町
立
図
書
館
に
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

日
置
川
災
害
史
を
発
刊

家
庭
学
級
紹
介

安
居
家
庭
学
級

　

盆
踊
り
講
座

＊健康講演会のご案内＊

◆日時　９月２６日（金）　午後７時３０分～

◆場所　日置川拠点公民館

◆演題　「アレルギーの話」“子どもから大人まで” 

　最近アレルギーに悩まされている人は大変多く、日常生

　活の中での予防などに関心が高まっています。ぜひこの

　機会に専門の先生の話を聞いてみませんか！

◆講師　川添診療所　所長 中
なか

川
がわ

武
たけ

正
まさ

 先生

　先生は東京大学医学部卒業後、スイス・ベルン大学臨床

　免疫研究所に留学。昨年４月より、川添診療所に赴任。

　アレルギー・呼吸器疾患の専門医として、全国的にも著

　名な先生で、現在、聖マリアンナ医科大学客員教授とし

　ても幅広く活躍されています。

主催　日置川拠点公民館日置分館
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大台ケ原へ行ってきました！！

　７月３１日・８月１日の２日間、町内の小学５年生・６年

生２０人が、奈良県にある吉野熊野国立公園『大台ケ原』に

行ってきました。日本でも有数の雨の多いところですが、天

候に恵まれ、みんな元気に歩くことができました。

　垂直約８００ｍ、断崖絶壁の大蛇ぐらでは、見渡す限り山

が広がっていて、大蛇ぐらの背に乗ってスリルと感動を味わ

うことができました。

≪子どもたちの感想≫

◎コケや花が森をかざっているようでした。

    （５年生：女の子）

◎水がきれいで大蛇ぐらからの景色がよかった。

    （６年生：男の子）

◎大台ケ原の自然をいつまでも守っていきたいと思いました。

    （６年生：女の子）

☆りょうり きょうしつ☆

　７月２５日、児童館で子ども料理教室を開催しました。

　児童館の畑で大きく育ったじゃがいもを使って「ポテトサ

ラダ」や「コンソメスープ」、「ぎょうざ」をつくりました。

「ぎょうざ」づくりは包む作業が難し

かったけれど、楽しかったよ。

　完成した後はみんなで試食会！！

ぜ～んぶ　おいしかったね！

　まだまだ暑い日が続きます。

　新学期が始まり、夏休みに毎日のよう

に図書館に通ってくれていた子どもたち

も、運動会の練習など学校の行事がめじ

ろ押しになると、図書館へは足が遠のき

がちになります。

　でも、本を読むことの楽しさを知った子どもたちは、読ま

ない時期が続いても、また、本の世界に戻ることができます。

　「この頃、図書館の話、本の話、聞けへんなあ」と思ったら、

家で、食卓で話題にしてみてください。きっと楽しいひとと

きになります。

　白浜町には、本館・白浜分室・富田分室・日置分室があり

ます。どうぞ、近くの図書館（室）へ行ってみてください。

富田分室蔵書点検

　図書の整理のため下記の日程で、富田分室の“蔵書点検”

を行います。

　蔵書点検期間中は休室になりますので開館（室）している

館（室）をご利用くださいますようよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　※“おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

”もお休みです。

蔵書点検日程　９月１０日（水）～１４日（日）

９月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　９月６日・１３日・２０日・２７日
　　※９月１３日は、富田分室蔵書点検のため本館だけです。

　☆巡回図書

　　９月１０日（水）・２４日（水）　北富田小学校

　☆しらはま子どもの本の会例会

　　９月１８日（木）午前１０時～　本館
　　テキスト「子どもと文学」石井桃子他 著
　　　＊テキストは本館においてあります。

本をよもう
　図書館だより

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

円
月
俳
句
会

　

大
切
な
用
事
を
済
ま
し
昼
寝
か
な　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

銭
湯
の
の
れ
ん
ひ
ら
め
く
夕
涼
み　
　
　

か
め
乃の

　

梅
雨
明
け
て
狭さ

庭に
わ

に
遊
ぶ
揚
羽
蝶　
　
　

綾あ
や

子こ

　

初
取
り
の
茄
子
ま
ろ
や
か
な
京
野
菜　
　

常つ
ね

代よ

　

夏
の
れ
ん
ふ
ら
り
と
く
ぐ
る
蕎
麦
の
店　

榮
さ
か
え

　

生
垣
の
庭
に
色
添
ふ
百さ
る
す
べ
り

日
紅　
　
　
　
　

ま
さ
恵え

　

聞
き
上
手
一
人
加
わ
る
端は
し

居い

か
な　
　
　

て
る

　

姉
見
舞
い
髪
を
梳す

く
手
に
初
夏
の
風　
　

葉よ
う

子こ

　

潮
騒
の
散
歩
の
小
径
梅
雨
晴
る
る　
　
　

美み

ゆ
き

　

夏
暖
簾
く
ぐ
り
い
つ
も
の
お
湯
仲
間　
　

美み

代よ

枝え

椿
園
湯
の
花
句
会

　

冷
奴
暑
さ
ふ
っ
と
ぶ
夕
の
膳　
　
　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

涼
し
さ
や
足
湯
に
人
等
笑
い
声　
　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

南
吹
く
裏
山
の
樹
々
ゆ
り
ゆ
ら
れ　
　

田た

島し
ま

梅う
め

野の

　

夕
立
ち
の
あ
っ
と
云
う
間
に
去
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

新
茶
飲
み
自
慢
話
や
同
窓
会　
　
　
　

鳥と
り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し

山
蕗
句
会

　

田
の
中
に
帽
子
一
つ
の
案
山
子
か
な　

幸こ
う

杉す
ぎ

　

白
良
浜
子
供
の
声
や
夏
盛
り　
　
　
　

幸こ
う

太た

郎ろ
う

　

さ
ら
さ
ら
と
経
繰
る
僧
の
汗あ
せ

手て

貫ぬ
き　

　

道み
ち

子こ

　

喜き

雨う

あ
り
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
く
里
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君き
み

子こ

　

心
地
良
く
網
目
通
し
て
青
田
風　
　
　

た
つ
え

　

診
察
や
窓
の
朝
顔
和な
ご

み
け
り　
　
　
　

よ
し
お

　

そ
れ
ぞ
れ
の
田
毎
に
凝
り
て
鳥
お
ど
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守も
り

一か
ず

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広

報
担
当
ま
で
。

わがやのスター
『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場企画財政課広報担当まで）

【白浜町日置　在住】

 大
おお

石
いし

　凌
りょうが

雅 くん　　（平成１２年５月２６日生まれ）

　　　 愛
あい

華
か

 ちゃん　（平成１５年１１月２９日生まれ）

（パパ・ママ メッセージ）

　我が家の大切な宝物。

　元気いっぱいやんちゃな二人！！

　いつも笑顔でいてください。

  　　　父　敏博さん・母　香預子さん

※先月の「わがやのスター」に登場していただいた、白浜町堅田の垣内さんの父の名前が、
　「英明さん」となっていました。正しくは「秀明さん」です。お詫び申し上げます。
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白
浜
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企
画
財
政
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企
画
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℡
０
７
３
９
・
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３
・
５
５
５
５
（
代
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〒
６
４
９
ー
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２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～ 田んぼの生き物調査 ～

　夏休みを前に、３・４年生が田んぼの生き物調査に

出かけました。これは西牟婁振興局からのお話で実現

したものです。

　富田小学校では、総合的な学習の時間にふるさと学

習を実施しています。３・４年生は水をテーマに高瀬

川探検などをしており、今回の調査はその流れに沿っ

たものでもありました。はたして一昔前のように、ど

の田んぼや用水路にもメダカやドジョウがいるだろう

か。調査場所の選定か

ら始まって地域のボラ

ンティアが力を貸して

くれました。田んぼの

持ち主からは「じゃあ、

調査日の前に畦の草刈

をしておいてあげよ

う」などというお心づ

かいもいただきました。

　メダカ、ドジョウ、

手長エビ、イモリ、ヤ

ゴ…。生き物の種類は

思いの他豊富でした。

そこに住んでいる人た

ちが、いかに自然を大切に守ってきたかが分かります。

子どもたちは歓声をあげながらタモで魚をすくいまし

た。「楽しかった。また、行きたい」「森から湧き出た

水で生き物が生きている」感想文の中には、楽しかっ

た思い出と共に自然がいかに大切なものであるかとい

うことへの気付きがうかがわれます。今後とも地域の

皆さまのお力をお借りしながら、体験的な活動を通し

てふるさとを愛し、生き物や自然を慈しむ心を育てて

いきたいと考えています。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

富田小学校
（白浜町十九淵：児童数７８人）

救急車の適正利用について、町民の皆さまのご理解、ご協力を！
救急・病院に関するお問い合わせは　白浜町消防本部まで（℡４３ー０１１９）

　長年、地域社会の発展に貢献してこられた高齢者の方々を尊び長寿

をお祝いするため敬老会を開催しますので、ぜひご参加ください。

※対象の方々には、９月初旬にハガキでご案内します。

●日　時　　９月１０日（水）午後１時～３時

●場　所　　白浜会館（阪田）

●対象者　　町内在住の７０歳以上の方（９月１日現在）

●プログラム　①記念式典

　　　　　　②アトラクション

　　　　　　　白浜町連合婦人会、寿幸の会（舞踊）、保育園児、

　　　　　　　漫才（横山ホットブラザーズ）等

■お問い合わせ　役場民生課福祉係（℡４３－５５５５）

平成２０年度 敬老会

 空の日フェスタ
　　２００８　南紀白浜

９月２０日は「空の日」です。

入場
無料

マスコットキャラクター

〔ナンキー〕

９月２０日（土）開催

　開場／ 11:00　終了／ 16:00
　（※エプロン開放は 11:00 ～ 14:00）

　

■開催場所　南紀白浜空港

・お問い合わせ
　南紀白浜空港管理事務所（℡４２－２３４８）

・スカイダイビング
　（和歌山エアジョーカーズ）

・グライダー曲技飛行
　（ＮＰＯ法人　関宿滑空場）

・ヘリコプター救難救助訓練
・航空機展示（防衛省・海上保安庁・新聞社等）

・管制塔見学会
　（45 人・小学〈保護者同伴〉、中学、高校生・要事前申込）

・ＪＡＬ航空教室（50 人・小学４年生以上・要事前申込）

・ＪＡＬグッズが当たるくじ引き大会
・小型航空機遊覧飛行（３人４組無料招待・要事前申込）

・大型化学消防車展示・放水・綱引
・お楽しみ抽選会　など

▲多くの方でにぎわった昨年の敬老会


